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ようこそ！

雪国、中里村へ
毎年、実施している「なかさと交流会」で

沖縄県仲里村の児童の皆さんが3月18日訪れ、

役場議場で歓迎式が行われました。
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耀　　　蝦

　
1灘

鞍難 羅域撮翼鰹 難錨鱒懸醐…
蕪

　魏絵鞭難・　　　．

．羅一　　　　羅　臨難
　　　　　　顯鐵耀難　，
羅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　騰　難

誰

蝋秦　、

麺鱗振鐵灘の繕琳灘豫
◆振興券を使用できる期間は・・・…

　平成11年4月1日～平成11年9月30日までの6か月間です・

◆振興券を使える人は・・・…

　交付された本人とその代理人、使用人です。

◆買い物時の釣り銭は・・・…

　振興券で買い物した時の釣り銭は支払われません。

　ただし、1，100円の物を買う時に、1，000円の地域振興券に100円

を添えて使うことはできます。

◆振興券の換金などは・・・…

　振興券は、交換したり誰かに譲ったり、金券ショッブなどでの

換金はできません。

◆振興券を使用できるお店（特定事業所）は・・・…

中里村が認定した村内の特定事業所

です。

この地域振興券の取り扱うことので

きる事業所数（商店など）は237事業

所です。

振興券の取り扱いができるお店とし

て店頭の見えやすい場所に右のステツ

カーが貼られることになっています。

利用案内
当店は、現金に替えて

　中里村が発行する
「地域振興券』を使用できる、

　特定事業者です。

　畢　　叢　　　　艶
　　　　　磁　　　　　　　　　　　　曝

15歳以下のお子さんをお持ちの世帯主の方などの交付対象者の方で、3月24日前

に引越しをされる場合は、引越し先で地域振興券を受け取ることができます。

そのためには、転出証明書や未受領証明書、課税証明書などが必要になります。

必要な書類や引越し先で受け取ることができるかどうかなど詳しいことは役場開発

課におたずねください。

縢
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厚　

●
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次の日程により交付いたします。

　　　　　　　　◎当日持参するもの……印かん

※交付場所が役場以外の万で、指定された場所に来られない万の振興券に

ついては、翌日以降に役場において交付いたします。

灘縄罐雛 集　藩　幾 蚕難難・糞　場 繋　揖　購　闇・

竃鰺脚’溜・

魏9

芋　　　沢 芋　　沢　　公　　民　　館 9時OO分～l　O時OO分
東　田　沢
豊　　　里

東田沢構造改善センター l　O時20分～l　l時20分

鷹　　　羽 鷹　羽　区　長　宅　前 l　l時35分～I　l時55分
市　之　越 市之越農作業休養施設 12時50分～13時30分
白　羽　毛 白　羽　毛　公　民　館 13時50分～14時40分
朴　木　沢
朴木沢新田 朴木沢集落センター 14時55分～15時55分
高　道　山 高道山集落センター 16時05分～16時45分
新　屋　敷
本　屋　敷

貝　野　　小　　学　校 9時OO分～l　O時50分
堀　之　内 堀之内集落開発センター l　I時OO分～12時OO分
宮　　　中 宮中集落開発センター 13時O　O分～14時20分
原　　　　町 原町集出荷施設 14時50分～15時20分
新　　　里 新里集落センター 15時35分～16時l　O分
田　　　沢 役　　　　　　　　　　場 8時45分～l　O時40分

桂 役　　　　　　　　　　場 I　O時40分～・12時O　O分
上　　　　山 役　　　　　　　　　　場 13時OO分～16時OO分
程　　　島 程島集落センター 9時OO分～　9時40分
東　田　尻 東田尻集落開発センター 9時55分～l　O時40分
西　　　　方 西　方　区　長　宅　前 l　O時55分～l　l時15分
西’田　尻 西田尻区長宅前 l　l時25分～l　l時50分
土　　　倉 旧　　土　　倉　　分　　校 13時OO分～13時35分
倉　　　下 倉下冬期管理センター 13時45分～14時15分
葎　　　沢
小　　　　出 小出生活改善センター 14時30分～15時40分
角　　　間 角問冬期管理センター 15時50分～16時40分
田　　　中 役　　　　　　　　　　場 8時45分～l　O時30分
小　　　　原 役　　　　　　　　　　場 l　O時30分～12時OO分
干　　　溝 役　　　　　　　　　　場 13時O　O分～15時O　O分
如　来　寺 役　　　　　　　　　　場 8時45分～l　O時50分
桔　梗　原 役　　　　　　　　　　場 l　O時50分～12時O　O分
山　　　崎 役　　　　　　　　　　場 13時OO分～15時30分
通　り　山 役　　　　　　　　　　場 8時45分～l　O時45分
芋川新田 役　　　　　　　　　　場 lO時45分～12時OO分
荒　　　屋 役　　　　　　　　　　場 13時O　O分～15時O　O分
田　　　代 田代生活改善センター 9時OO分～　9時30分
下　　　　山 下山集落センター 9時45分～lO時15分
清　田　山 清　田　山　集　会　所 I　O時30分～I　l時05分
重　　　　地 重地構造改善センター l　l時15分～12時l　O分
倉　　　俣 倉俣集落センター 13時15分～14時30分
芋　　　川 芋川集落センター 14時40分～15時50分

3 広報なかさと 平成11年3月10日
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プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換

　
2
月
1
8
日
～
2
0
日
の
3
日
間
の
日

程
で
「
第
1
6
回
な
か
さ
と
交
流
会
」

が
当
村
を
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

仲
里
村
の
一
行
（
児
童
1
4
名
・
引
率

者
7
名
）
は
1
8
日
午
前
1
0
時
3
0
分
過

ぎ
に
中
里
村
役
場
に
到
着
、
議
場
に

お
い
て
歓
迎
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

歓
迎
式
で
村
長
は
「
仲
里
村
の
児
童

の
皆
さ
ん
と
一
般
の
方
と
親
戚
関
係

に
な
っ
て
い
ま
す
。
3
日
問
と
い
う

短
い
期
間
で
す
が
雪
を
堪
能
し
て
楽

し
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
交
流

が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
心
か
ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
訪

問
生
と
受
入
生
と
の
問
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
村
内
各
学
校
に
分
散
し
、
各

学
校
で
の
思
考
を
凝
ら
し
た
行
事
に

参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

〈
田
沢
小
で
は
ゲ
ー
ム

　
翌
日
は
、
上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
ス
キ
ー
体
験
を
実
施
、

受
入
生
と
指
導
員
・
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
ス
キ
ー
の
履
き
方
、
歩
き
方

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
徐
々
に
ス

キ
ー
に
な
れ
、
滑
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
早
朝
に
各
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
先
を
出
発
し
、
ほ
く
ほ
く
線
十

日
町
駅
で
受
入
生
と
そ
の
保
護
者
に

見
送
ら
れ
3
日
間
の
思
い
出
を
胸
に

お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
倉
俣
小
で
は
ソ
リ
遊
び

〈
ス
キ
ー
体
験

　
　
う
ま
く
歩
け
る
か
な
？一謎奮｛

撫識

愚
〉
ノ
、

欝

　
　
　
　
　
　
　
ノ
沙

〉
う
ま
く
滑
れ
る
で
し
よ
！

一蟻鮮鱗編

　
中
島
氏
は
、
貝
野
村
議
会
議
員
と

し
て
昭
和
2
6
年
に
当
選
以
来
、
昭
和

54

年
ま
で
の
4
期
1
6
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
、
村
政
発
展
に
尽
力
い
た

し
ま
し
た
。
議
員
在
職
中
は
貝
野
村

議
会
特
別
委
員
会
委
員
、
中
里
村
議

会
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、

産
業
経
済
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
を

務
め
ら
れ
、
ま
た
、
昭
和
55
年
か
ら

57
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
「
妻
有
荘
」

の
理
事
と
し
て
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
伝
達
が
、
山
本
村
長
よ
り
本

人
に
2
月
1
0
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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．撮

嚢

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
ス
タ
ー
ト
！

〈
開
会
式
で
清
津
峡
小
の

　
　
　
　
五
十
川
学
く
ん
が
選
手
宣
誓

レ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
白
樺
コ
ー
ス
）

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
2
月
7
日
㈹
、

上
越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

大
勢
の
選
手
が
参
加
し
、
村
民
ス
キ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
目
は
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
が
行
な
わ
れ
、
各
選
手
は
好

記
録
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル

地
点
に
は
多
く
の
保
護
者
の
方
々
の

応
援
も
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
選
手

の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
下
の
と
お
り
で
す
。

騨 蕪聡

鞭囎

博

H
懸
H
目

　　　　　　　　　　灘　　　　は　　ぽ　　が
　　　　　　　ア　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、蕪一蔓．・議羅毒嚢…き響盤雌畷
　　　　　　．　懸嚢毒　　毒馨

難懸灘購灘灘灘繊．『『　　　　　縣　騰　』　翻灘
灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭　　　、韓

◎クロスカントリーの部

《小学生》 1　位 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位
1年男子 高野　健人（高小） 横田　寛人（貝小） 井ノ川　広（貝小） 山田　元起（貝小）

1年女子 太島　佑佳（高小） 渡辺　陽菜（高小） 船木　梨恵（田小） 阿部　史華（高小）

2年男子 瀧澤　　光（倉小） 鈴木　正樹（清小） 船木　康平（田小） 南雲　良二（高小） 服部　悠希（田小） 大口　正洋（倉小〉

2年女子 南雲　淑衣（倉小） 中島　由貴（貝小） 山本　典子（清小） 小林　由佳（田小）

3年男子 樋口　葉太（田小） 吉楽　淳史（田小） 桑原　　智（清小） 服部　遼介（田小） 阿部　雄大（貝小） 阿部那由多（貝小）

3年女子 五十川陽子（清小） 石沢　祥子（田小） 鈴木　智絵（倉小） 鈴木なつみ（倉小） 山田はるか（貝小） 瀧沢ちなみ（倉小）

4年男子 中島　有基（貝小） 山本　　稔（清小） 藤ノ木涼太（清小） 山本　健太（清小） 上原　淳一（田小） 林　　　大（貝小）

4年女子 鈴木千絵美（倉小） 鈴木　翔子（清小） 村山　菜美（田小） 大島菜穂美（倉小） 樋口　紗希（田小） 南雲　美佳（田小）

5年男子 鈴木　直人（倉小） 広田　直樹（田小） 鷹巣　　哲（貝小） 桐生　英樹（貝小） 樋口　　学（高小） 斎喜　哲也（倉小）

5年女子 鈴木　有香（倉小） 古高　慶子（高小） 根津百合恵（倉小） 根津亜沙美（倉小） 樋口　優里（高小） 島田　　薫（倉小）

5年男子オープン 南雲　貴裕（田小） 山田　高士（田小） 広田　明人（田小） 山本　達也（田小） 高野　雄毅（田小） 樋口　直幸（田小）

5年女子オープン 桑原　麻弥（田小） 上原　美樹（田小） 村山　美紀（田小） 上原　美沙（田小） 村山かなた（田小） 清水　露輝（田小）

6年男子 吉楽　和也（貝小） 福崎　純基（貝小） 中嶋　秀文（貝小） 江口　弘展（田小） 富井　通信（田小） 鈴木　尚貴（倉小）

6年女子 島田　智代（倉小） 藤ノ木千寛（清小） 鈴木　朝美（倉小） 阿部沙弥香（貝小） 羽鳥可南子（貝小） 高野恵梨佳（高小）

6年男子オープン 樋口　郁夫（田小） 服部　久聖（田小） 山田　哲也（田小） 小林　公治（田小） 高橋　智史（田小）

6年女子オープン 井口久美子（田小） 阿部　綾乃（田小） 石沢　麻美（田小）

《中学生》

1年男子 鈴木　裕希 桑原　雄樹 根津　　一 藤田　理生 樋口　寿郎 大口　直也

2年男子 斎喜　英哲 鈴木　　彰 柳　　淳一 遠田　大介 高橋　拓也 樋口　良幸

2年女子 高橋　　梢

◎アルペンの部

《小学生》 1　位 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位
2年男子 鈴木　大貴（倉小） 渡辺　和広（高小）

2年女子 南雲　千里（田小） 富井明日香（田小） 古高　愉帆（高小） 星野　千恵（田小）

3年男子 樋口　寛樹（田小） 藤ノ木　修（清小） 樋口　達也（高小） 樋口　陽平（高小） 樋口　健太（田小） 樋口　洋典（田小）

3年女子 樋口　倫子（田小） 杉谷　日向（田小） 根津美由季（倉小） 桐生　聡美（貝小） 富井　菜月（田小） 高野真奈美（田小）

4年男子 根津　俊一（倉小） 富井　貴英（田小） 高橋　一誠（田小） 南雲　　翔（貝小） 上原　眞嗣（田小） 樋口　　剛（田小）

4年女子 富井　奈央（田小） 吉楽　美里（田小） 竹藤沙弥香（田小〉

5年男子 吉楽　拓也（田小） 中島　俊幸（貝小） 桐生　英樹（貝小） 河田　育民（田小）

5年女子 根津亜沙美（倉小） 服部　麻衣（田小） 富井　仁美（田小） 上原　理恵（田小） 根津百合恵（倉小） 井ノ川優美（田小）

6年男子 吉楽　雅大（田小） 富井　通信（田小） 江口　弘展（田小） 中嶋　秀文（貝小） 樋口　　薫（田小） 岡村　崇矢（田小）

6年女子 藤ノ木千寛（清小） 大島明日香（田小） 吉楽なつき（田小） 服部由里子（田小）

《中学男子》　　島田　裕平 藤ノ木功 服部裕樹 中島寛文 南雲和人 瀬切　　充

《一般成年》　山本勝利（通り山）　杉谷　清之（荒屋）　関谷　浩行（倉俣）

《一般壮年》　岡村憲次（通り山）樋口　正和（小原）　富井　英雄（干溝）　山田　満（通り山）樋口　洋史（干溝）　太嶋正八（白羽毛）

5 広報なかさと 平成11年3月10日
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ロ
マ

…
㎜
3

、
蓑
　
［

　
平
成
1
0
年
度
か
ら
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
た
ソ

フ
ト
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
回
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ま
れ
た

主
な
事
業
を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
実
施
し
た
主
な
ソ
フ
ト
事
業

10

・
7
・
2
4

7
・
2
9

8
　
●
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　8
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73

　　　8

～・

2924

大
地
＆
ス
テ
キ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）
・
特
別
ゲ

ス
ト
　
真
野
響
子
（
女
優
）
　
㎜
人
が
参
加

里
創
プ
ラ
ン
・
ス
テ
キ
発
見
首
都
圏
プ
レ
ス
発
表
（
ネ
ス
パ
ス
）
首
都

圏
観
光
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
3
8
社
が
参
加

越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
募
集
開
始

写
真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
　
応
募
締
切
　
今
年
7
月
31
日

第
1
回
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〈
テ
ー
マ
・
鏡
〉

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
”
ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
マ
リ
ア
・
マ
ル
テ
ィ
ン

5
小
中
学
校
鴻
人
参
加
、
交
流
会
（
松
代
町
犬
伏
）
励
人
参
加

第
2
回
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〈
テ
ー
マ
・
巣
づ
く
り
V

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：
ホ
セ
イ
ン
・
ヴ
ァ
ラ
マ
ネ
ッ
シ
ュ

5
会
場
燭
人
参
加
、
交
流
会
（
十
日
町
青
少
年
ホ
ー
ム
）
㎜
人
参
加

10
・
1
7

10
・
2
4

10
・
2
5
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　　　1

～・

1514

1
●

14

第
1
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十
日
町
市
大
田
島
集
会
所
周
辺
）

袴
田
京
太
郎
さ
ん
を
講
師
に
花
の
道
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
成

20

チ
ー
ム
　
伽
人
が
参
加

第
2
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
十
日
町
市
大
田
島
集
会
所
周
辺
）
・

大
田
島
周
辺
の
花
の
道
プ
ラ
ン
を
作
成
　
n
チ
ー
ム
　
7
0
人
が
参
加

第
3
回
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
）

立
木
　
泉
さ
ん
を
講
師
に
花
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
成
　
3
0
人
参
加

安
斎
重
男
写
真
塾
「
妻
有
の
小
正
月
を
撮
る
」

ほ
ん
や
ら
洞
、
鳥
あ
な
、
節
季
市
、
す
み
ぬ
り
祭
な
ど
撮
影
　
3
0
人

参
加

「
小
中
学
生
5
、
0
0
0
人
の
写
真
騒
動
」
実
施
中

学
校
単
位
で
子
供
た
ち
に
よ
る
地
域
の
ス
テ
キ
発
見
活
動

6
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◎
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
ひ
と
こ
と

民
の
皆
様
方
と
私
達
が
一
緒
に
な
っ
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、

が
ら
推
進
し
て
い
く
事
業
で
、

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
こ
に
居
住
す
る
人
達
が
長
い
間
慣
れ
親
し
ん
だ

環
境
、
付
き
合
っ
て
き
た
植
物
な
ど
を
十
分
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
素
敵
な
里
づ
く

り
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
掛
け
ま
す
。
お
互
い
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
大

い
に
意
見
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
と
て
も
重
要
で
す
。
日
頃
か
ら
自
分
の
地
域
を

十
分
観
察
し
、
周
辺
が
素
晴
ら
し
く
な
る
夢
を
み
る
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
も
し
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
ら
そ
れ
を
ぜ
ひ
私
に
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
実

現
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。
で
も
「
だ
め
な
も
の
は
だ
め
」
と
辛
口
で
素

っ
気
の
な
い
一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
の
で
そ
の
点
は
悪
し
か
ら
ず
…
…
。

■
村
山
淳
二
さ
ん
（
＋
目
町
市
・
花
む
ら
）

　
私
は
里
創
プ
ラ
ン
「
花
の
道
」
事
業
で
花
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た
村
山
淳
二
で
す
。
今
後
地
域
の

皆
様
方
に
お
目
に
か
か
る
機
会
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
「
花
の
道
」
事
業
は
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
と
連
携
を
取
り
な

　
　
地
域
の
理
解
が
な
け
れ
ば
実
現
も
継
続
も
で
き
る

　
昭
和
3
6
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

田
尻
の
川
で
工
事
を
し
て
い
た
ら
川
の
水

が
止
ま
っ
た
。
之
れ
は
、
清
津
川
の
上
流

の
方
で
雪
崩
が
発
生
し
、
止
ま
っ
た
も
の

で
見
張
り
が
い
た
の
で
人
的
被
害
は
な
か

っ
た
が
鉄
砲
水
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
し
ら

さ
れ
た
。
雪
と
水
が
一
気
に
押
し
寄
せ
2

t
ダ
ン
プ
も
飲
み
込
ん
だ
。
雪
の
上
に
は

小
石
や
カ
ジ
カ
も
上
が
っ
て
い
た
と
い
う

の
が
一
番
の
川
の
思
い
出
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
3
0
年
か
ら
4
5
年
頃
は
魚
が

沢
山
い
た
。
そ
の
頃
は
カ
ジ
カ
が
3
升
、

4
升
取
れ
た
が
今
は
一
升
が
や
っ
と
取
れ

る
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
清
津
川
の
水
量

が
少
な
く
な
っ
た
の
が
一
つ
の
原
因
か
も

し
れ
な
い
。
水
が
少
な
く
な
っ
た
関
係
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
田
尻
の
川
原
で
は
夏
休

み
に
な
る
と
地
元
の
子
供
た
ち
や
他
県
か

ら
来
る
人
た
ち
が
水
遊
び
を
し
て
い
る
の

が
目
に
は
い
り
ま
す
。
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8
－
I
I
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ー
I
l
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1
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璽
I
I
ー
聾
ー
置
ー
巳
巳
1

元惣の芸薇蜜公耀7レだンデーションを闘窪

　一特別ゲストに見城美枝子さんを迎えて一

　里創プランの主要事業として平成12年に開催するr越後

妻有大地の芸術祭」の内容を明らかにするため、公開プレ

ゼンテーションを開催します。

◆日時3月12日㈱午後6時30分～午後8時30分

◆会場クロス10　大ホール
◆内容

＊公開プレゼンテーション

　・大地の芸術祭の事業骨子、主要イベントなどの発表

　・参加アーティスト、国際協力アドバイザーの紹介とあ

　　いさつ

　・ステキ発見各賞の発表

　・見城美枝子さんの越後妻有アートネックレス整備構想

　　に寄せた特別講演

＊展　示（午後5時～）

　・芸術祭作品のラフデザイン、模型など一部を展示

　・ステキ発見「小中学生5，000人による写真騒動」で撮ら

　れた写真を展示した「のきさき美術館」

☆特別ゲスト　見城　美枝子　様

　青森大学教授、エッ

　セイスト、ジャーナ

　　リスト、福岡県春日

　市ふれあい文化セン

　ター館長

平成11年3月10日広報なかさと7
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み
な
さ
ん
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
お
金
は
医
療

費
の
一
部
で
、
残
り
の
医
療
費
は
国
保
で
負
担
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
国
保
の
財
政
も
苦
し
く
な

り
、
健
全
な
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一被保険者数一
　　　一般被保険者

一一一一一一退職者医療

………一…老人保健

医療費
老人保健（国保分）

退職者医療

一般被保険者

□
麩
コ

　
国
保
で
医
療
費
を
負
担
す
る
た

め
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
で

す
。
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
保

険
税
を
増
や
し
て
、
財
源
を
確
保

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鰯
醐
保
険
税

ロ
ロ
医
療
費
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4

2
7
6
￥
7
2
8

2
3
1
、
9
2
5

2
3
、
3
1
0
0

　　10（年度）

（見込）

8（億円）

■被保険者と医療費

（人）2，000

7
　
　
　
　
　
　
Ω
U
　
　
　
　
　
【
U
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
Q
J
　
　
　
　
　
2

1

，　　甲　　尊　　噸

ー　　り　　卿　　一 一　　〇　　一　　一 噂　　一　　一　　一

，　　一　　一　　一 薗　　甲　　－　　一 －　　薗　　〇　　一

，　　甲　　甲　　－ 一　　一　　一　　一 層　　騨　　一　　一

一　冒　一　一　　、撃 響　　一　　甲　　，

　　　一　一　　一　　一
一

邊搬．

一　　一　　〇　　一　　一 一り●甲一

●一｝
　　　一　一　　一一　　一

一臼一●一一
　　一　　一　一　　一
一

o　　ウ　　，　　一 一　　一　　尊　　o 響　　り　　一　　一

曹　　噸　　一　　鞘 噂　　一　　甲　　一 o　　陣　　一　　一

毒 一　一 弓← 一　　一 ◆ 軸　軸 ◆ 一　一

1，500

1，000

500

一一」一」0
　10（年度）

（見込）

　
医
療
費
が
増
え
る
理
由
は
、
年
齢
の
高
齢

化
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
物
価
の
上
昇
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
高
齢
に
な
る
と

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
し
か
も
生
活

習
慣
病
な
ど
治
療
に
長
い
時
間
の
か
か
る
慢

性
的
な
病
気
を
も
つ
こ
と
が
多
く
な
る
た
め
、

医
療
費
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

■疾病別医療費の割合

循環器系の疾患
（脳卒中、高血圧症、

　　　　心臓病等）
　　30．o％　￥

　　　　　　　）　　　　　　等　　　　　　ん　　　　　が　　　　　（　　　　擁　　　論　　鵡

　％
．313

987
0一一一一
　　平成6

■1人当たりの医療費と保険税
（円）300，000

200，000

9
0　　平成6　　　　　　7　　　　　　8

　（退職者医療、国保老人保険分を含む）

内分泌、栄養及び

代謝疾患
（糖尿病、痛風等）

　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　23．6％

　　　　　　へこり　ロロはし　ロ　ヘ　　　　　　ヘロ　　　　　ヘ　　　　　リ　　　　　　ハ　　　　　リ　　　　　　リ

　　　　　　灘肇蒲

消化器系の疾患
（胃や十二指腸、

　　肝臓の病気等）

100，000

灘及び行動の」驚

　筋骨格系及び結合組織の疾患
　（関節症、神経痛、腰痛等）

　
病
気
の
分
類
別
に
医
療
費
を
見
て
み
る
と

「
循
環
器
系
の
疾
患
」
と
「
新
生
物
」
の
2

つ
で
全
体
の
3
分
の
1
以
上
を
占
め
ま
す
。

こ
の
2
つ
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
と

い
う
日
本
人
の
三
大
死
因
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
内
分
泌
、
栄
養
及
び
代
謝
疾
患
」

の
代
表
的
な
病
気
は
糖
尿
病
で
す
。
糖
尿
病

の
患
者
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　　　　　　　わたしたちにもでき3ことセ始あよう／

【】医療費をムダなく有効に使うために普段の

　お医者さんのかかり方を見直してみましょう。　　【】健康の維持増進のために

④かかりつけのお医者さんをもちましょう。　　　　　　　　　④バランスのとれた食生活を送りましよう。

　②急病以外は、夜間・休目の受診はひかえましょう。　　　　　②自分にあった運動習慣を身につけましょう。

◎お医者さんを信頼し、指示はきちんと守りましょう。　　　　◎十分な休養をとりましょう。

④薬をあやみに欲しがるのはやめましょう。　　　　　　　　　④年に一度は健康診断を受けましょう。

⑤重複していくつものお医者さんにかかるのはやめましよう。

8



噛
『
．
鴨
－
、
』
一
　
．
＝
、
ゴ
　
．
一
・
9

噛
。
軸

　
「
老
人
保
健
法
」
と
は
、
7
0
歳
以

上
（
ね
た
き
り
な
ど
の
人
は
6
5
歳
以

上
）
の
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

場
合
に
適
用
さ
れ
る
医
療
制
度
で
す
。

老
人
保
健
制
度
に
よ
る
医
療
費
は
、

公
費
と
す
べ
て
の
医
療
保
険
が
協
力

し
て
高
齢
者
に
必
要
な
医
療
費
を
負

担
し
て
い
く
と
い
う
、
進
む
高
齢
化

社
会
を
見
す
え
た
大
切
な
医
療
制
度

で
す
。

　
ら
　
　
　
ノ

禽
・
b
も

∋

《
老
人
保
健
の
資
格
》

①
7
0
歳
以
上
の
人

　
医
療
保
険
の
加
入
者
が
7
0
歳
に
な

っ
た
月
の
翌
月
か
ら
、
1
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
6
5
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

　
ね
た
き
り
等
一
定
の
障
害
の
あ
る

人
で
村
長
の
認
定
を
受
け
た
人
で
す
σ

老人医療費の費用負準
．慕．

7割 3割

懇鑛騰 拠出金 公費

’
部
負
担
金

ぐつ
　つ　6

国保

　　　ぐ↑
ギ20‘　2

健線他

国者随顧折

4：　1
碗
－

・
　
ゆ

《
老
人
保
健
の
届
け
出
》

　
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
る

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
7
0
歳
（
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
歳
）
に
な

る
月
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
老
人
保
健
で
の
診
療
q
D
》

～
一
定
額
を
医
療
機
関
へ

　
　
　
　
　
　
　
支
払
い
ま
す
～

◎
外
来
受
診
の
場
合

　
受
診
1
回
に
つ
き
5
0
0
円
（
平

成
1
1
年
度
は
5
3
0
円
に
な
り
ま
す
）

た
だ
し
ー
か
月
4
回
ま
で
、
そ
れ
以

降
は
無
料
（
同
じ
医
療
機
関
）

◎
入
院
の
場
合

　
一
日
1
、
1
0
0
円
（
平
成
1
1
年

度
は
ー
、
2
0
0
円
と
な
り
ま
す
）

《
老
人
保
健
で
の
診
療
0
》

～
全
額
を
い
っ
た
ん
支
払
い
、

　
　
　
あ
と
で
払
い
戻
さ
れ
ま
す
～

　
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
治
療
装
具
代
な
ど
が
あ
り

ま
す
。《

そ
の
他
》

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
被
害

を
受
け
た
場
合
の
ケ
ガ
や
病
気
で
も

老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
ぐ
に
警
察
に
届
け
る

と
同
時
に
役
場
の
窓
口
に
届
け
て
く

だ
さ
い
。
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
て
い
る
と
老
人
保
健
で
の
治

療
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　　みんなで支えている老人医療費です

　　　　　　　　大切に！7
　国民医療費は笛年約4兆円づつ増え続けています。

　Ψ成8年度の国民医療費は28兆5，240億円で、そのうち34％を

老人医療費が占めています。高齢化がピークに達する平成37年

度には国民医療費は441兆円、老入医療費はその50％を占めるだ

ろうといわれています。

　高齢者の医療費が増えている要因としては、生活習慣病など

の慢性の病気が多く受診率も高いこと、入院期間が長期にわた

りやすいこと、医師の指示を守らない…一といったことがあげ

られます。

　これらの要因をさけるためには、一人一人が若いうちから健

康管理に気をつけ、次のことを守りましょう。

①かかりつけ医を持ちましょう

②要領よく症状の説明をしましょう。

◎同じ病気でいくつもの違うお医者さんにかかるのはやめまし

　よう。

④定期的に健康診査を受けましょう。

⑤医療費に関心をもちましょう。

◎治療より予防、健康づくりにつとめましょう。

⑦栄養、運動、休養の健康3原　則を守りましょう。

．
平
成
9
年
度
に
中
里
村
が
支
払
っ
た
老
人
医
療
費
は
約
7
億
8
、
1
0
0
万
円
で
す
。

6
4
8
、
0
9
2
円
で
す
。
こ
れ
は
県
内
1
1
2
市
町
村
で
上
位
か
ら
2
6
番
目
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

■平成9年度医療費の内訳
　対象者1，205人（平成9年度末現在）

　　　外来＼

　　　2億8900万円
額　　　’
　　　　（37．0％）

昌oo　ノ
・億・撤馨

∠　　　施設療養費
　　　5，900万円
　　　（7．6％）
歯科
2，500万円（3．2％）

　　　　その他
，700万円（2．2％）

■年間総医療費の推移
8億1　　　　　　　　　　　．

7
億
8
1
0
0
万
円

7
億
8
7
0
0
万
円

6
億
4
8
0
0
万
円

6
億

5
億
4
8
0
0
万
円

7億

6億

5億

立
思則

　
9
度偉

8765
口

一
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
は

間一人当り医療費推移

　　　　　　（単位：円
　　　　682，317

■年

648，092　　　　　　580，257

　　　　　　　　　　　　　591，123

565，837

70万

60万

50万

40万

9（年度）87650

平成11年3月10日広報なかさと9



囲闘囲置

道路交通法施行規則の一部改正で「運転免許証の記載事項変更」㌍は、次

のものが必要となります。（平成11年4月から）

区　　分 市町村・県内移動 県外より転入

現住所のみ

　　　　変更

次のいずれか1つを提示して下さい。

・住民票
・公的機関より交付された領収書
　　　　　（住所、氏名の入ったもの）

・公的機関より送付された郵便物

・健康保険被保険者証など

・免許用写真1枚

　　　　（添付）

・左に同じ

本籍又は氏名

を変更した者

・住民票
　　（本籍が記載されたものを添付）

・免許用写真1枚

　　　　（添付）

・左に同じ

国籍又は氏名

を変更した者
・登録証明証等（提示）

・免許用写真1枚

　　　　（添付）

・左に同じ

「原付き免許」を取得するには、本件講習の受講が必須です。

次のとおり講習会を開催しますので受講希望の方は申込みをして下さい。

◆講習日時、会場

　　　　03月21日（日）・28日（日）・4月4日（日）・18日（日）

　　　　○受付　8：00～　8：30　・講習　8：30～11：30

　　　　0十日町自動車学校
◆受講資格　016歳以上の人、又は1年以内に16歳になる人

◆申込場所　〇十日町交通センター　8：30～17：00受付

　　　　03月1日より受付ています。
◆申込時に持参するもの

　　　　○住民票1通（必ず、本籍の記載されたもの）

　　　　○講習料　2，900円（4月からは4，200円となります。）

◆問い合わせ先　　交通センター　盈57－6055まで

高橋侑紀ちゃん（1歳）⑫

一郎・恵子さん夫妻の長女（宮中）

テレビのコマーシャルが大好な

侑紀ちゃん。テレビを見ながら一

緒に踊ったりしています。家族で

ミオンに行くとミオンでは侑紀ち

ゃんは人気者になっているそうで

す。いつも元気よく遊んでいる侑

紀ちゃんは．お父さん￥お田さん

が仕事から帰ってくるのを心侍ち

にしているのか車の音がしたり、

玄関の戸が開くのを気にしている

のだそうです。

＼
唱塾

lII川IIlllllll川iIIIll“IIIIll川IIIIIIII川IllllIIlll川IliIIIIIIIIlllllil川川illl平成11年2月の入札結果IlllIIllIIllll川川II“ll川m川川IlllllllllllIIIIil川lllIIIlllllll川IIIl”llll”

工　　　事　　　名 場　所 工事費 請　負　業　者

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（19工区） 田　沢 17，640，000円 株式会社　鈴　木　土　建

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（20工区） 田　沢 14，857，500円 有限会社　滝　沢　重　機

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（21工区） 田　沢 13，650，000円 株式会社　三　高　土　木

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（22工区） 田　沢 7，875，000円 有限会社瀬　切　建　設

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（23工区） 田　沢． 15，750，000円 有限会社　星　野　建　設

【
書
名
・
著
者
名
な
ど
】

金
田
一
少
年
の
事
件
簿
　
3
・
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
樹
征
丸

三
国
志
　
1
～
1
3
の
巻
　
北
方
謙
三

敬
太
の
選
択
　
　
　
　
　
　
坂
上
弘

夜
光
虫
　
　
　
　
　
　
　
馳
星
周

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
の
夜
　
　
花
村
万
月

神
々
の
山
嶺
　
上
・
下
　
　
夢
枕
獲

甲
越
軍
記
　
　
　
　
　
　
鷲
尾
雨
工

昭
和
恋
々
　
　
　
　
　
　
山
本
夏
彦

反
常
識
講
座
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

愛
さ
れ
な
い
子
ト
リ
イ
・
ヘ
ン
デ
ン

日
本
国
勢
図
会
　
矢
野
恒
太
記
念
会

岩
波
国
語
辞
典
　
　
西
尾
　
実
ほ
か

コ
ン
サ
イ
ス
カ
タ
カ
ナ
語
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
省
堂

三
省
堂
全
訳
読
解
古
語
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
一
雄
ほ
か

広
辞
苑

新
村
出
岩
波
中
国
語
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
石
武
四
郎

岩
波
日
中
辞
典

　
　
　
　
倉
石
武
四
郎
・
折
敷
瀬
興

岩
波
日
韓
辞
典
　
林
四
郎
ほ
か

カ
ラ
フ
ル
　
　
　
　
　
　
　
森
絵
都

日
米
の
新
聞
よ
み
く
ら
ベ

　
　
　
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
黎
子

「
ほ
ん
と
う
の
自
分
」
が
わ
か
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
森
浦
子

「
男
ご
こ
ろ
」
の
ホ
ン
ト
を
知
り
た
い

10



　　　　　　　　　響　　　　　　露　　　響

，ノー一一…いじめ・不登校問題等の講演会開催…一一・、
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　いじめ、不登校問題は全国的に社会問題となっており、当村にお　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1いても例外ではありません。思春期、青年期の精神医学の第一人者　l
lを講師に迎え「いじめ等」の問題についてさらに理解を深めていた　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1だきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　◆期日一3月18日㈱午後1時30分～3時30分　　　　　i

l　◆会場総合センター　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　◆演題　　「環境と子供たち」　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　灘講簸　・発関東中築購院紳経精禅科部長　　　　　　　，　　　　l

l　、．　　、◎叢谷難購紳薩療獺灘磁醗長　　・　　　　　　　　l
l　　　　・翻繍鍵贈韓雛難．…i擾．禽．、溝、縫・、・・．、．1

讐幽階繊嶺レ毯幽樋繕縮毯i灘幽‘』世．一・階醐醤幽幽・一繕．幽幽鋤i鰯幽箔憎幽繊毯“、釜1醤一・幽，釜幽嘗暉讐二惜．謄1響一幽繕幽幽幽遙舗濫一鑑幽亀一ゲ

テ
レ
螢
羅

中
里
械
消
防
団
の
紹
介

　
新
潟
県
消
防
団
広
報
協
議
会
で

は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
消
防
団
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

消
防
団
の
活
性
化
を
よ
り
一
層
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
県
内
1
1

2
消
防
団
に
ス
ポ
ッ
ト
を
充
て
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。
中
里
村
消
防

団
の
放
送
日
時
は
次
の
と
お
り
で

す
。◆

放
送
局
及
び
日
時

．
N
S
T
　
　
3
月
2
3
日
㈹

　
午
前
7
時
5
0
分
～
8
時

　
　
　
　
　
　
　
の
間
に
1
回

・
T
e
N
Y
　
5
月
6
日
㈹

午
前
7
時
0
5
分
～
7
時
1
0
分

　
　
　
　
　
　
　
の
間
に
1
回

　
人
権
贅
発
罪
エ
メ

　
「
友
情
の
泰
婁
響
馨
フ
』

　
　
　
　
　
の
蒸
隙
ビ
放
映

　
◆
放
映
目
時
　
3
月
1
3
日
ω

　
　
午
前
1
0
時
～
1
0
時
30
分

　
◆
放
送
局
名

　
　
N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

　
◆
あ
ら
ま
し

　
　
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
仁
美
が
、

　
転
校
生
の
誠
に
対
す
る
い
じ
め
問

　
題
や
親
た
ち
の
差
別
意
識
を
、
み

　
つ
子
先
生
や
兄
の
昇
の
助
言
を
得

　
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
乗
り
越

　
え
て
い
く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
裏
藻
蒙
璽
璽
譲
（
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井
ノ
燗
朝
蕪
騨
漢
擁

　
　
　
　
　
2
短
闇
の
繋
付

　
　
昨
年
の
芸
術
祭
で
チ
ャ
リ
テ
イ

　
茶
会
を
行
な
い
、
公
民
館
に
寄
付
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し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
公
民
館
で
は
次
の
図
書
の
購
入

　
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
○
有
機
農
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
（
日
本
有
機
農
業
研
究
会
編
）

　
○
生
き
る
　
　
　
（
田
島
隆
弘
著
）

　
○
旅
涯
て
の
地

　
　
　
　
　
　
（
坂
東
真
砂
子
著
）

　
○
あ
あ
言
え
ば
こ
う
食
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（
檀
　
ふ
み
著
）

　
○
他
　
力
　
　
　
（
五
木
寛
之
著
）

　
○
モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日

　
　
　
（
、
、
＼
ッ
チ
・
ア
ル
ボ
ム
著
）

　
○
モ
リ
i
先
生
の
最
終
講
義

　
　
（
モ
リ
ス
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
著
）

　
○
惑
星
へ
　
上
・
下

　
　
　
（
カ
ー
ル
・
セ
ー
ガ
ン
著
）

　
○
奪
　
取
　
　
　
（
真
保
裕
一
著
）

　
○
伝
説
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
日
報
事
業
社
）
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羅翻篠1鱒馨

　　　　　　　　　　響　　　　　　　圏　　纏

　謡

獣
奮

村山寿正（27）宮中

藤ノ木　徳　一　（72）小　出

南雲秀夫（46）堀之内

高橋ユキ（87）宮中

桂樋口鶴松（75）

石澤トメ（97）干溝

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

　5件
　O人
　7人
140日

あ
な
た
へ
　
　
　
　
　
有
川
ひ
ろ
み

天
下
人
の
条
件
　
　
　
　
鈴
木
真
哉

日
本
の
近
代
9
　
　
　
　
　
伊
藤
隆

寺
子
屋
式
古
文
書
手
習
い
　
吉
田
豊

人
生
の
教
科
書
「
よ
の
な
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
和
博

親
と
子
の
価
値
観
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
志
茂
田
景
樹

メ
タ
ル
カ
ラ
ー
の
時
代
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
一
真

桶
谷
そ
と
み
の
新
母
乳
育
児
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
桶
谷
そ
と
み

小
千
谷
の
風
景
季
節
の
た
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
脇
正
久

ス
ヌ
ー
ピ
ー
と
仲
間
た
ち
の
心
と
時

代
　
　
　
　
　
　
　
広
淵
升
彦

ド
ラ
え
も
ん
　
上
・
下

　
　
　
　
　
藤
子
・
F
・
不
二
雄

赤
穂
浪
士
　
上
巻
　
　
　
大
仏
次
郎

水
の
翼
　
　
　
　
　
　
小
池
真
理
子

（3月31日）

（3月25目）

（3月3旧）

（3月25目）

■国　保　税

■国民年金
口保　育　料

■上下水道料

炎麺繋灘雛欝報
騰繍灘灘襯一鍵翻鎌灘纐

●交通事故件数

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ゼ

者
者
故

　
　
　
　
事

　
　
　
　
亡

死
傷
死

●
　
　
●
　
　
●

　　　　　　　　難

　　　　　　　ξ

　　　　　簗

講
騰
購
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　3目15日～4月5日

カレンダー
15（月）

16㈹

17㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

（D13：45～14：00

18休）、

19働 心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

20ω

21（日1
祝日　春分の日

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11：00～11：40

22（月） 振替休日

23（火〉

24㈱

25休）

26働

心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービス

センター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

27ω

28（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（≡）11：00～11：40

29（月）

30㈹

31ωO

1休）

2樹
新潟県議会議員一般選挙告示日

心配ごと相談（廣田和子）　倉ディサービス

センター　㊤13：30～16：00

3（土）

4（日）

5（月）

　　『灘饗鐸叢灘霧欝灘麹諜畿鰹欝醗藤灘灘麟藍
凝　灘　　　　　　　　齢懸驚灘灘離綾。
．難灘難灘雛難購雛、

1欄禰’鰍胤聞騨哺欄口’岡廟購劇劇隙一剛一膠轍贈励鞠騙縢昭鳳融欄耀脚障鱈冒幽　重胴隔’㎜嗣瞬一階騨剛鱒階㎝『凹綱麟鰍胴聲胴罷糊贈、

r一紙資源リサイクルのため一一一一　…一一　　一　　一　一l

l　今までお使いの電話帳を回収します　、
き

1一一一一一　　一　　 一　…一一　ご協力をお願いします一」1
ま

l　NTTでは、新しい電話帳「魚沼ハローぺ一ジ」を3月中旬かl
lら末日までの問に企業や家庭にお届けします。　　　　　　　　　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　その際、今までお使いの電話帳は、紙資源ζ一レて再利用立登．た　1
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
葦め回収させていただきますので配達員が新しい電話帳をお届けし　1
き　　　 　ド 　　　　　ヒ　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1たときに、今までお使いの電話帳をお渡しください。　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
i　また、NTTのお客様窓口に電話帳回収ボックス（愛称：リ・　1
きタウンB　OX）を設置し、4月末まで回収を行いますのでご協力　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
1をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
i一一電話帳の配達・㊥収につじてのご鷺絡先・　　　・一　 1ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　i　NTT電話帳お届けセンター　　　　　　　羅
さ　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
l　i　oお願い　　　　フリーダイヤル0120－324182　　i　i
i…　受付時間は、士・日・祝目を除＜9時から17時迄です。　」

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ノ

撫
鱗
継
輪
統
鷲
滞
講
斜
、
・
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、
鐸
、
．
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．
．
灘
欝
・
絹
。
駿

幽
㎜
㎜
　
欝
㎜
鞭
．
強
一
難
織
器
∞
∞
撫
鯵
驚
轟

甥
謝
鷺
需
響
謂
　
　
　
編
集
雑
認

箭
H
南
H
南
爾
箭
譜
　
3
月
に
入
り
・
曝
風
も
よ
う
や
学
・
就
職
準
備
な
ど
と
あ
わ
た
だ

　
価
什
螂
偉
郵
偉
邸
什
価
什
価
什
　
，
く
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
　
　
し
い
時
で
も
あ
り
ま
す
が
、
も
う

　
　
院
院
院
院
院
院
高
校
受
験
を
問
近
に
ひ
か
え
た
本
少
し
す
る
と
希
望
に
満
ち
た
す
が

　
　
医
病
医
病
医
医
人
も
最
後
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
と
す
が
し
い
園
児
、
児
童
、
生
徒
、

　
　
ロ

　
　
山
南
山
条
島
坪
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
社
会
人
の
姿
が
目
に
入
っ
て
き
ま

　
㊦
津
長
中
大
大
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
体
調
を
す
。
こ
の
姿
が
目
に
入
る
と
何
と

⑳
⑳
⑳
⑳
㊧
㊧
嚢
罐
駿
て
い
た
雛
馨
慧
臆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
こ
の
時
季
は
卒
業
、
入

　
外
　
．

・
鐸・

賜
’
メ
ギ

　
召
／

莇
璽
輔
欝
ス

悔
ノ
ー

藻　　 鍼剛筋、　　トもド　　　ののヂぢずノ

　実謹’▽
　〆　＼＿．ノ／
　〃　　　　チニー

ガノ
ヂ蟹

　　ウグイス

（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

2月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，265人（一5）女3，301人（＋4）計6，566人（一1）●世帯数1，642（±0）
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